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　光触媒は光を当てると表面に活性な電子や正孔ができ，非常に強い酸化還元反応を引き起こすた
め，汚れの分解、消臭・脱臭、抗菌・殺菌、有害物質の除去、ガラス・鏡の曇り防止、防汚など多方
面に利用されています．本研究室では様々な形態を持った光触媒薄膜を様々な手法で作製し，光触媒
を用いたデバイスの高機能化に取り組んでいます．

■色素増感型太陽電池
　光触媒に太陽光を照射し，発生した電子を効率よく取り出す
ことによって太陽電池を作製できます．従来の太陽電池はシリ
コンをベースにしていて高価であるのに対し，光触媒は安価で
自然に優しい材料なので，次世代の太陽電池として注目されて
います．極薄電池や曲げられるペーパー電池，カラフルな電池
などへの応用も考えられています．

■「光蓄電池」
　これまでの太陽電池は太陽光が当たっていなければ発電でき
ないため，夜間や天気の悪いときには，蓄電池にためておいた
電気を使わなくてはなりませんでした．そこで，光発電と蓄電
を同時に一つの素子でできないかと考え出されたのが「光蓄電
池」です．色素増感型太陽電池に蓄電材の層を挟み込んで，リ
チウムイオン電池と光触媒太陽電池を重ね合わせたような構造
になっています．我々の研究室では光触媒薄膜の構造を制御す
ることにより高効率化に取り組んでいます．
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